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大きい円の面積から小さい円の面積を引いた�

問２

（１）道の真ん中を通る線は円となり、

　　　その円の半径は��U ��
D

�
Pである。

　　　したがってその周の長さは
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（２）道の面積は次のように計算できる。
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（１）の式の両辺に�D�をかけて
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①　　〈計算〉
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　　　〈予想した性質〉�

（例）（１）連続する２つの奇数の積に１を加えた数は４の倍数になる。

　　　（２）連続する２つの奇数の積に１を加えた数はその間の偶数を�乗した

数になる。

②（１）

連続する２つの奇数は、整数�Q �を使って次のように表される。

　��Q������Q���

この２つの数の積に１を加えると
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　 � �Q ��Q��

ここまで同じ�

　 ��
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�Q ��Q���は整数だから

��
�Q ��Q 
�� �は４の倍数である。したがって

連続する２つの奇数の積に１を加えると４の倍数になる。

（２）
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�Q���は��Q���の次の整数である。すなわち

�Q���は２つの奇数の間の偶数である。したがって

連続する２つの奇数の積に１を加えた数はその間の偶数の２乗した数になる

（２）はちょっと難しいです。。。

③（１）と同様



④　ある数は��Q �と表されたので偶数である。また、連続する２つの奇数を

��Q���，��Q���と表したため、��Q �はその間の数である。

したがって、ある数は連続した２つの奇数の間にある偶数。

⑤　⑥割愛

⑦　〈計算〉

　（例）������ ��

����� ���

����� ���

などなど

　　〈予想した性質〉

　（例）連続した２つの偶数の積に１を加えた数はその連続した２つの偶数の

間にある奇数の２乗になる。

　　〈証明〉

　連続した２つの偶数は整数�Q �を使って次のように表される。

　　　�Q ����Q���

　この２つの数の積に１を加えると

　　　�Q ��Q 
�� �� � �Q ��Q��

 �
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�Q���は��Q �と��Q���の間にある奇数である。したがって、

連続した２つの偶数の積に１を加えた数は、その連続した偶数の

間にある奇数の２乗になる。
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６〈予想〉

　連続する２つの整数の多い数の平方と小さい数の平方の差は奇数になる。

　〈証明〉

連続する２つの整数の小さい数を整数�Q �を使って表すと

大きい数は次のように表すことができる。

　　Q ���Q���

この２数の大きい数の平方と小さい数の平方の差は

　　� �
� 
�Q � � �Q  �Q ��Q��� �Q

　　　　　　　��� �Q���

となる。�Q �は整数なので、��Q���は奇数である。

したがって、連続する２つの整数の大きい数の平方と小さい数の平方の差は奇数になる。
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連続する３つの自然数は、中央の自然数を�Q �とすると次のように表される。

　�Q�����Q ���Q���

この３数をそれぞれ２乗した数の和は
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と表される。この数を３でわったときの余りは２である。


